
鵜川ダム試験湛水監視業務 監視内容・作業期間・人員構成 

監視内容 

1)計測作業 

計測作業はダム堤体にて、下表の計測項目、計測頻度に基づき実施する。（外部標的は除

く。）計測結果に異常が認められた場合は速やかに監督員に報告すると伴に、監督員の指示

により、計測頻度を注意体制及び警戒体制へ移行する。 

自動計測の項目は情報処理端末により計測データの異常の有無を確認する。 

手動計測の手順は以下の手順でデータを取得し、計測データの異常の有無を確認する。 

 

浸透量及び浸透圧力計測 

① 左岸側から廊内に入り、全孔の浸透圧を順次記録（ゲージ読み取り）。 

② 右岸側から戻りながら、１孔ずつ「開栓⇒浸透流量を測定※⇒閉栓」しながら

全孔の浸透流量を記録。 

 

※浸透流量の測定方法 

・基本は１分間の流量測定と濁りの確認。 

・ただし、流量が多い場合は、大き目の計量容器で、例えば 10 秒の流量を３回程度

測定して平均値を採用するなどで対応。 

・なお、特に流量が多い孔については、開栓後に圧力がゼロになった後に測定し、

複数回の測定で流量が減少していないことを確認し、最後の３回の平均値を採用

する。 

 
 

【別添資料】 



①  

 

表－１ 計測項目および計測頻度（堤体・基礎岩盤） 

表－２ 計測項目および計測頻度（仮排水トンネル閉塞部）※一時湛水時 

別途発注 



 
2)観測作業 

観測作業はダム周辺にて、下表の観測項目、観測頻度に基づき実施する。なお、操作要

領・運用に基づき洪水警戒体制へ移行した場合は、監督員の指示により観測頻度を洪水警

戒体制へ移行する。 

自動観測の項目は情報処理端末により観測記録を確認する。 

通常体制において、量水標の観測記録は水位計の自動観測記録を補完するものとし、観

測記録の異常の有無を確認する。 

 
表―３ 観測項目、観測機器の種類及び箇所数、観測頻度 

観測項目 観測機器 
観測 

方法 

箇所

数 
設置位置 

観測頻度 

通常 洪水警戒 

気 

象 

風向･風速･気温 

･湿度･気圧 

風向･風速計, 

温度･湿度計,気圧計 
自動 １ 第 1 警報局(ダム左岸) 

１回/定時/日 

(毎正時) 
１回/10 分 

降 水 量 雨雪量計 自動 ３ ダム、桜坂、女谷 １回/毎正時 １回/10 分 

水

象 

流 入 量 

ダム放流量 

－ 自動 － 貯水位より計算 １回/毎正時 １回/10 分 

－ 自動 － 貯水位より計算 
１回/毎正時 

放流操作時 

１回/毎正時 

放流操作時 

 

3)巡視作業 

巡視作業はダム堤体及びダム周辺にて、下表の巡視項目、巡視頻度に基づき実施する。 

巡視時は定期的に定点写真撮影を実施すると伴に、巡視後は(6) 作業日報等の作成・報

告にある作業日報をまとめ監督員に提出する。また、異常を認めた場合は、適宜、写真撮

影を行い速やかに監督員に報告すると伴に、監督員の指示により巡視頻度を注意体制及び

警戒体制へ移行する。 

貯水池斜面巡視は、陸上巡視を主とし、常時満水位到達時（上昇時および下降時）には

船上巡視も併せて実施する。 

定点写真撮影の頻度は１回/週程度とし、定点は事前に監督員と協議して決定する。 

 

表－４ 巡視項目、巡視頻度、巡視方法 

巡視項目 
巡視頻度 

巡視方法 
通常 注意 警戒 

ダム堤体(上下流面) １回/日 ２回/日 ２回/日 目視(外観の変状、ひび割れ、漏水、継ぎ目の開き 等) 

監査廊・リムトンネル １回/日 ２回/日 ２回/日 目視(外観の変状、ひび割れ、漏水、継ぎ目の開き 等) 

洪水吐き・取水放流設備 １回/日 ２回/日 ２回/日 目視(外観の変状、ひび割れ、漏水、異常音、機器異常 等) 

基礎地盤 １回/日 ２回/日 ２回/日 目視(外観の変状、湧水の量・濁り 等) 

ダム堤体周辺法面 １回/日 随 時 随 時 目視(外観の変状、施設の破損、湧水の量・濁り 等) 

管理用道路・河床進入路 １回/日 随 時 随 時 目視(外観の変状、破損、ひび割れ、湧水の量・濁り 等) 

貯水池周辺

斜面 

水位上昇時 ２回/週 1 回/２日 １回/日 目視(外観の変状、崩壊・崩落、湧水の量・濁り 等) 

一次湛水後～

二次湛水前 
１回/週 1 回/２日 １回/日 目視(外観の変状、崩壊・崩落、湧水の量・濁り 等) 

水位下降時 ２回/週 1 回/２日 １回/日 目視(外観の変状、崩壊・崩落、湧水の量・濁り 等) 

下流河川 適宜 適宜 適宜 目視(流水状況 等) 

 

 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－10.2.1（1） 堤体計測設備計画配置縦断図 

Y+50  Y+100  Y+150 
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図－10.2.1（2） 堤体計測設備横断図（Y+50） 
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図－10.2.1（3） 堤体計測設備横断図（Y+100） 
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図－10.2.1（4） 堤体計測設備横断図（Y+150） 
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 図－10.2.1（5） 基礎深部の間隙水圧計位置図（1） 

Y-200 

Y-100 

Y+50 

Y+100 

Y+150 

ダム軸 

ダム軸 

間隙水圧計位置図（平面位置） 

河床部 

右岸部 

左岸部 

Y-300 

Y+250 
BRT-1 

10-9



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水頭観測位置（上下流方向Y+50断面） 

安山岩類に設置した間隙水圧計 

凝灰角礫岩類上部層に 〃 

凝灰角礫岩類下部層に 〃 

玄武岩質安山岩に   〃 

図－10.2.1（6） 基礎深部の間隙水圧計位置図（2） 

水頭観測位置（ダム軸断面） 

BRT-1 
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図－10.2.1（7） 浸透量計測設備配置図 
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図－10.2.1（8） 浸透量計測設備構造図（1） 
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図－10.2.1（9） 浸透量計測設備構造図（2） 
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図－10.2.1（10） 浸透量計測設備構造図（3） 
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図－10.2.1（11） 浸透流観測孔配置図（1） 
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図－10.2.1（12） 浸透流観測孔配置図（2） 

10-16



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－10.2.1（13） 貯水位計・量水標配置一般図 
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図－10.2.1（15） 仮プラグ下流計測設備 

10-19



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 積雪時（12月頃～4月頃を想定）の堤外巡視は、積雪状況に応じて省略する。                       ※ 積雪時（12月頃～4月頃を想定）の堤外巡視は、積雪状況に応じて省略する。 

図－10.2.11（1） 堤体巡視ルート図（平面図） 

① 管理所（START） 

⑫ 常用洪水吐き・取水設備 

⑪ 非常用洪水吐き 

⑩ 左岸天端 

⑦ 天端橋梁・ダム天端（往路） 

堤体周辺巡視ルート（1） 

⑧ 右岸天端 

③-1 堤体監査廊 
(廊内確認・浸透圧測定) 

利水放流バルブ室 

取水塔 

管理所 

常用洪水吐き 

左岸ﾘﾑｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞﾄﾝﾈﾙ 右岸ﾘﾑｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞﾄﾝﾈﾙ 

天端橋梁 

⑤ 利水放流設備・減勢工・下流護岸 

② 管理所連絡通路 

③-2 堤体監査廊 
(廊内確認・浸透流量測定) 

④ 利水放流連絡通路（往路） 

⑬ 管理所（END） 

堤体周辺巡視ルート（2） 

利水放流バルブ室 

取水塔 

管理所 

常用洪水吐き 

左岸ﾘﾑｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞﾄﾝﾈﾙ 右岸ﾘﾑｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞﾄﾝﾈﾙ 

天端橋梁 

右図へ 左図から 

⑥ 利水放流連絡通路（復路） 

堤外巡視ルート  

廊内巡視ルート  

定点写真撮影   

堤外巡視ルート  

廊内巡視ルート  

定点写真撮影   

⑨ 天端橋梁・ダム天端（復路） 
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※ 積雪時（12月頃～4月頃を想定）の堤外巡視は、積雪状況に応じて省略する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 積雪時（12月頃～4月頃を想定）の堤外巡視は、積雪状況に応じて省略する。 

 
 図－10.2.11（2） 堤体巡視ルート図（ダム軸断面図） 

堤体周辺巡視ルート（1） 

② 管理所連絡通路から 

堤外巡視ルート  

廊内巡視ルート  

定点写真撮影   

③-1 堤体監査廊 
(廊内確認・浸透圧測定) 

④ 利水放流連絡通路（往路）へ 

堤体周辺巡視ルート（2） 

③-1 堤体監査廊から 
(廊内確認・浸透圧測定) 

③-2 堤体監査廊 
(廊内確認・浸透流量測定) 

③-2 堤体監査廊へ 
(廊内確認・浸透流量測定) 

下図へ 

上図から 

堤外巡視ルート  

廊内巡視ルート  

定点写真撮影   
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図- 10.3.6 陸上巡視ルート(案)  

除雪が実施されない 

除雪が実施されない 

積雪期は状況に応じて

計測・巡視を行うことと

し、アクセス不可の場合

は遠方目視またはUAVを

用いた巡視を行う 
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図- 10.3.7 船上巡視ルート(案)（常時満水位到達時）  
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別表１ 【作業期間】 

 
 

別表２ 【各体制時の要員の人員構成】 

 
 
 

一次湛水 R8.10.1 ～ R8.11.30 61

一次湛水(冬季) R8.12.1 ～ R9.4.30 151 外部標的計測は実施しない

一次湛水 R9.5.1 ～ R9.9.30 153

二次湛水 R9.10.1 ～ R9.12.31 92

合計 457

日数 備考期間

通常体制 注意体制 警戒体制 洪水警戒体制

日中 連絡要員・観測員 2 2 2 2

夜間 連絡要員・観測員 1 2 2 2

要員
試　験　湛　水　中


